
山形県の湧水　【 庄内地域 】 平成２７年１１月　山形県調べ

名称 ふりがな

郷清水 ごうしみず 越沢

○朝日連邦・摩耶山系の中腹（標高４００ml程の高地）より湧き出ており、銘水として知られる。
○山裾から湧くほか、小さな池の底からも砂をまき上げて湧いており、年間を通じて豊富な水量となって
いる。
○湧水までの道中では「やまがたの棚田20選」に選定された中山間地の原風景が楽しめる。

越沢自治会が維持管理を行っている。
周辺住民・農業者による定期的な清掃活動
を行っている。

閼伽井の清水
（金峯山中の
宮の清水）

あかいのしみず
青龍寺字金峯

○金峯山中ノ宮の社務所向かいにある。
○慈覚大師開山以来、閼伽井（神仏に供える神聖な水）として岩間から湧き出している。
○元は神社の手水用に湧水を引いたものだが、タンクで持ち帰る人も多くまろやかな水だという。

金峯神社が管理。

御水屋 おみじゃ 小波渡地区
○小波渡地区の中央にある湧き水。
○昔は年中水の増減なく、凶事ある時は濁水となって村人にその前兆を知らせたと言われていた。
　しかし、羽越線開通により、水量水質に変化があった。

小波渡自治会で管理し、水当番（受益者負
担）として住民が持ち回りで清掃等を行って
いる。

中山の清水
○中山矢引峠を登り、高速道路を超えて100m程山側に行った場所の中山公民館付近にある。
○元は斜面工事の際の水抜き穴で、飲用としては提供していない。

保全活動等は無し

ふるさとの水
宝谷

櫛引地区
○ふるさとむら宝谷より、さらに山側に直進した右手にある。
○生水飲用注意の表示がある。
○以前の簡易水道水源であり、冬季は行くことができない。

宝谷地区で管理。

大清水 温海地区
○平成１３年に整備された大清水公園内にある。
○昭和天皇が詩をお詠みになった温海岳を源流とする歴史ある名水である。
○大樹の根元よりこんこんと湧き出ており、県内外から大勢の人がやってくる。

保全活動等は無し
大清水公園は鶴岡市（温海庁舎）の管轄だ
が、水場の管理は行っていない。

孝行清水 温海地区
○場所は国道345号線沿い、鼠ヶ関から小名部集落へ向かい鼠ヶ関川を遡る途中に位置する。
○道路脇には小さな広場があり、そこにある杉の造林地裾から湧き出している。
○冬季閉鎖区間となっている。

保全活動等は無し

柳清水
（弘法清水）

やなぎしみず 朝日地区
○国道112号線沿いにあり、田麦俣集落の水道・農業用水源になっている。
○弘法大師が箸に使用した木を地面に突き刺して立ち去ったところ、箸が芽を吹き柳の大木になった古
事から「柳清水」または「弘法清水」といわれるようになった。

地元住民によって環境保全(周辺清掃等)を
行っている。うち、上水道用水のみ市が管理
し、法定水質検査を実施している。

地蔵清水 じぞうしみず 上砂川字大西
○ワインパークの1km程手前、寶勝庵（寺）から林道に入って100mのところにある清水。
http://location-shonai.com/library/T00593/index.html

寶勝庵が管理している。

湯ノ澤霊泉 ゆのさわれいせん 市条字八森
○鳥海山の万年雪を源とする清水である。
○墓参り等の水場として利用されてきた。
○整備後は飲用水として汲みに訪れる人が多い。

水質検査、随時の清掃を実施
八幡地域観光物産事業実行委員会から業
者へ委託

　鶴　岡　市

酒　田　市

湧水の名称
所在地 概要等 湧水保全活動等
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山根の清水
（ですず）

やまねのせいすい
麓字村ノ下、
字麓野地内

○観音寺から升田に行く県道升田観音寺線と並行する旧道に集落がある。
○山根集落の裏山が水源となっており、集落の数ヶ所に湧き出している。
○昔は山菜などの塩抜きのため、袋に入った漬物が沈められていたという。
○以前は飲料水として利用されたが、水道が整備され使用されなくなった。

保全活動等は無し

北平沢の清水
きたへいざわのせい
すい

北平沢字大沢
地内

○国道345号線から小平に抜ける山道に入ってすぐ熊野神社の階段があり、その傍に集水桝がある。
○北平沢集落の裏山が水源となっており、集落の各戸で生活用水として使用している。
○近隣から水汲みに来る人もいる。

随時清掃等実施
地元自治会による管理

御嶽神社の清
水

みたけじんじゃのせい
すい

八幡地区
○八幡地区の升田にある名瀑「玉簾の滝」の前にある御嶽神社の御水舎の水である。
○南側の杉林の中にある水源から引いている。

随時清掃等実施
地元自治会による管理

まりこ山の湧
き水

まりこやまのわきみず

成興野字箕輪
1番4（水源）成
興野字堰内75
番(公会堂)

○ふもとの成沢地区から1.5kmほど登った山の中腹に水源がある。
○現在は、公会堂の敷地内に管を通し水が流れ出ている。

地元自治会による管理
（消毒殺菌等は行っていない）

瑠璃水 るりすい
総光寺沢8番
地(總光寺)

○開山600年を誇る名刹、洞瀧山總光寺(とうろうさんそうこうじ)境内の奥の院までの旧参道の中ごろに
ある。
○水鉢が石で作られ屋根掛けするなどの整備がされている。
○飲み水には使用していない。

歴代の住職による管理
水質検査は実施していない

（名称不明） 山谷字西沢入
○石油会社が採掘した時に湧き出たものであり、今でも湧き出ている。
○地元でも名称は不明である。

保全活動等は無し

小林不動杉 こばやしふどうすぎ 平田地区 ○酒田市の天然記念物に指定されている「小林不動杉」の根元から湧き出している清水である。 保全活動等は無し

山楯の大欅清
水

やまだてのおおけや
きせいすい

平田地区
○山形県指定天然記念物「山楯の大欅」の根元から湧き出している清水で、水量は多くない。
○鶴が見つけた不老の泉で「長命水」としても知られている。

地元自治会により清掃、草刈りを実施してい
る。管理は大神神社でしている。

上幅の山居地
蔵の清水

かみはばのさんきょじ
ぞうのせいすい

立川地区
○廣田神社の境内にある。
○清水の前にはお地蔵さまが鎮座している。
○良縁、子授かり、病気治癒の水として知られている。

保全活動等は無し

情　報　無　し

庄　内　町

三　川　町

遊　佐　町
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神泉の水 かみこのみず 吹浦字女鹿
○鳥海山から流れ出る伏流水であり、パイプからコンクリートの溜め枡へ導入している。
○６つの水槽の洗い場に分かれており、上流から水質を汚染しない利用方法順に、地区住民で野菜洗
いや洗濯に使っている。

女鹿集落が維持管理を実施

滝ノ水 たきのみず 吹浦字滝ノ浦
○大鳥神社の鳥居のすぐ右側に滝のように見える清水がある。
○鳥海山から流れ出る伏流水が音をたてて湧き出している。
○現在も祭礼で水に感謝したり、夏は食品を冷やしたりと地域の人々に親しまれている。

滝ノ浦集落が維持管理を実施

釜磯湧水 かまいそゆうすい
吹浦字釜磯
（浜湧水）

○釜磯海水浴場一帯で、砂浜や海中に噴出している。
○専門家からは世界的にも貴重な場所と評価されている。

保全活動等は無し

大清水 おおしず 吹浦字堤端
○児童公園がある山裾に大きな池となっている湧水。
○昔は洗濯や水汲みで賑わう社交場であり、水は冷たくおいしかったという。
○貯水施設には鯉などが生育しており、防火用水としての水利施設も兼ねている。

近隣住民が維持管理を実施している。

丸池様 まるいけさま 吹浦字牛渡

○水深４ｍ程度のコバルト色の神秘的な丸池の底から湧き出している。
○水底の木片は腐らず積り、池そのものがご神体として崇められている。
○鎌倉権五郎影政の左目に刺さった矢を丸池に流し、目を洗って以来、池に住む魚が皆片目になった
と伝えられ「目の神様」として信仰を集めた。また、魚を採ったり、水を汚したりすると嵐が来るともいわ
れている。

鳥海山大物忌神社の所有であるが、町内有
数の観光地であるため、町がトイレの設置
等を行っている。

牛渡川湧水群
うしわたりがわゆうす
いぐん

吹浦字牛渡
○流域のいたるところから湧き出している。
○牛渡川には５種類のカジカが確認されている。
○水底の砂と緑のバイカモの織りなす風景が美しい。

川通りを良くすため繁茂した梅花藻の刈り
取りを地元の鮭ふ化事業者が定期的に行っ
ている。

落伏清水 おおしょうしず
直世字仲道永
泉寺（ようせん
じ）前

○道路脇など周辺一帯から湧き出している。
○升川の住人により水神様が寄進され、訪れる者を見つめるように鎮座している。

落伏集落が維持管理を実施

山居の水 さんきょのみず 直世字山居
○稲荷神社の前を流れる川が不動明王前から湧き出る水の一部となり、水流の洗う石の間からもこん
こんと湧き出しており、一帯の清水を「山居の水」と呼んでいる。
○水量は豊富で、鮭ふ化事業等に利用されている。

升川集落が維持管理を実施

横堰湧水群 よこぜきゆうすいぐん
白井新田字臂
曲

○通称吉出山の麓に無数に点在している。
○白井新田簡易水道水源が有り、農業用水として利用されている。

横堰水利組合が維持管理を実施

鳥海三神の水
ちょうかいさんしんの
みず

吉出字金俣２
３９－５

○農林漁業体験実習館さんゆうの敷地内に導水されている。
○集落の水道水源となっている。

町が維持管理を実施

万助の湧水 まんすけのゆうすい
鳥海山山中
（標高約1100
ｍ）

○酒田市営山小屋（万助小屋）の前にある。
山形県猟友会遊佐支部が登山道とともに草
刈りを実施
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胴腹滝 どうはらのたき 吉出字懐ノ内
○不動尊を真ん中に崖の中腹から左右に二本の湧水がある。
○社にむかって左側の水が冷たく、右側がまろやかな水といわれている。
○ミネラル成分が豊富であり、鳥海山源とするおいしい水を求めて訪れる人が絶えない。

周辺が山形県里山保全地域に指定されて
おり、遊佐町で管理している。

まちめぐり
パーク

まちめぐりぱーく
遊佐元町（遊
佐駅前周辺）

○個人所有の自噴井戸１４ヵ所からなるゆざ湧水散歩コース（町の整備による）がある。
○遊佐元町の歴史と文化に触れながら歩くことができる。

通常管理は所有者が行い、修繕や案内看
板の設置は遊佐町が行う。
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